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現代福祉学部

カリキュラムの確認

～1年の計は春にあり～



本日の内容

– １．大学３年生とは
– ２．春学期は重要な時期
– ３．現代福祉学部のカリキュラム
– ４．３年次に行う大切なこと～専門性と多様性を備えるために～
– ５．着実なスタートを切るために



大学3年生とは

– 「大学」に慣れ、「学生生活」が定着してきた時期
– → 本当？
– オンライン中心の２年間
– コロナ禍でなかったらしたこと、したかったこと
– → 棚卸しをしてみよう（勉学、学内外、国内外の活動など）
– 他方で、社会人に向けた準備を意識し始める時期
– → 将来の夢・希望は何ですか？
– 必要な知識・技術・社会経験・人間関係の形成を意識して行動しよう



春学期は重要な時期！
〜十分な計画を立てて、着実なスタートを

切るために〜

１．進路を考えて、身に着けておくべき必要な知識、実践、社会経験を考
えてみよう。

２．単位数の確認をしよう ～必要最小限では不十分！！

３．履修登録方法を確認しよう ～オンラインシステムをよく理解してお
くこと。

４．わからないことは、悩まず事務課に相談しよう



現代福祉学部のカリキュラム
（学部ホームページに掲載）

– カリキュラム構成図、科目群と各科目の開講年次を確認しよう
– 現代福祉学部は、社会問題や人々の生活問題を見出し、分析し、解決・
改善するための方策を立て、実践する専門家を養成

– 政策科学と臨床科学を統合したフィールドワーク重視のカリキュラム構
成

– 21世紀の新しい福祉社会を担う専門家として、地域社会や国際社会で活
躍できるよう配慮されたカリキュラム



３年次に行う大切なこと
～専門性と多様性を備えるために～

– 専門教育が本格的に展開する時期
– 専門基礎、専門基幹、専門展開科目をしっかり計画的に履修
する

– 実習・演習は大学生としての勉学の大きな特徴、社会人とし
て必要な人間力も延びる経験となる！

– →先行履修科目、先行履修要件、履修推奨科目などの確認！



多様性を尊重する人間になるため
に･･･
– 専門系ばかりでなく、関係ないこともどんどん経験しよう
– 一つのことに集中することと、多様な立場、意見を知ること
の両立は重要

– 他領域、他学部、他学年、異世代、異なる出身・文化・宗
教・政治への関心、交流を積極的に行おう！



着実なスタートを切るために

– １．取得済み単位数と必要な単位数を確認しよう
– →新旧単位チェックシートを使うこと！！
– ２．履修登録を確実に
– →申請期間、履修登録申請、登録科目の変更
– 履修登録科目確認通知書、仮登録と本登録の違い
– 秋学期科目の修正（変更・削除・追加）
– ３．オンラインシステムに事故はつきもの
– →出力での確認と不明な点は友達ではなく事務課に相談を！！



「後悔先に立たず」
とならないように

残された２年間を大切に、計画的に、
積極的に過ごしてください。

わからないことは事務課に相談を！



13：05よりスタートします



履修の手引き・シラバスについて

学生生活に必要な全てが書いてある
冊子です。Ｗｅｂで確認できます。

学年暦，進級要件，各種手続き，教員紹介など

授業の概要が書いてあります。Ｗｅｂで
確認できます。

授業計画，到達目標，成績評価基準など

https://hosei-hondana.actibookone.com/
https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php?nendo=2017


チェックシートについて 手引きに掲載



福祉コミュニティ学科４年次への進級要件 手引き→福コミP.13

科目・科目群 単位規程

言語コミュニケーション科目（第一言語群）
※第一言語群（＝英語）が必修。留学生は英語＋日本語が必修

８単位以上

基礎演習Ⅰ・Ⅱ ４単位以上

専門演習ⅠＡ・ⅠＢ ４単位以上

専門基礎科目 ６単位以上

専門基幹科目 ８単位以上

２０１８～２０２０年度入学者

以下の修了要件を満たしたうえで８０単位以上修得すること。※SSI生は要件が異なります。



臨床心理学科４年次への進級要件 手引き→P.13

科目・科目群 単位規程

言語コミュニケーション科目（第一言語群）
※第一言語群（＝英語）が必修。留学生は英語＋日本語が必修

８単位以上

基礎演習Ⅰ・Ⅱ ４単位以上

専門演習ⅠＡ・ⅠＢ ４単位以上

心理学統計法 ２単位以上

心理データ解析 ２単位以上

専門基礎科目 ６単位以上

専門基幹科目 １２単位以上

２０１８～２０２０年度入学者

以下の修了要件を満たしたうえで８０単位以上修得すること。※SSI生は要件が異なります。



福祉コミュニティ学科卒業所要単位 (１～４年生で修得すべき単位）

科目群 単位規定

総
合
教
育
科
目

学部共通科目

４単位以上 ３０
単位
以上

視野形成科目

情報・調査系科目

言語コミュニケーション科目（第一言語群）
※第一言語群（＝英語）が必修。留学生は英語＋日本語が必修

１０単位以上

専
門
教
育
科
目

専門基礎科目 ８単位必修

８０
単位
以上

専門基幹科目 １０単位以上

専門展開科目 規定なし

演習・実習科目 １２単位必修
自由科目 ２０単位以内

合 計 １２４単位以上

基礎演習Ⅰ・Ⅱは必修

専門演習ⅠＡ・ⅠＢ～ⅢＡ・ⅢＢは必修

２０１８～２０２０年度入学者

手引き→福コミP.１４

６科目中４科目以上修得すること

１０科目中５科目以上修得すること

卒業論文は必修ではないですが、単位が欲しい
人は履修登録を忘れずに！



臨床心理学科卒業所要単位 (１～４年生で修得すべき単位）

科目群 単位規定

総
合
教
育
科
目

学部共通科目

８単位必修 ３０
単位
以上

視野形成科目

情報・調査系科目

言語コミュニケーション科目（第一言語群）
※第一言語群（＝英語）が必修。留学生は英語＋日本語が必修

１０単位以上

専
門
教
育
科
目

専門基礎科目 ８単位必修

８０
単位
以上

専門基幹科目
１６単位以上

(８単位必修含む)

専門展開科目 規定なし

演習・実習科目 １６単位必修

自由科目 ２０単位以内

合 計 １２４単位以上

基礎演習Ⅰ・Ⅱは必修

臨床心理学概論他３科目が必修

専門演習ⅠＡ・ⅠＢ～ⅢＡ・ⅢＢ，
卒業論文は必修

心理学他３科目が必修

心理学統計法・データ解析は必修

２０１８～２０２０年度入学者

手引き→P.１４



年間履修制限について

• 再履修・未履修の科目を履修する場合は４９単位を上限とする
• 教職課程履修者は再履修・未履修分＋教職科目で２４単位まで
上乗せ可

• 資格科目を履修する場合は再履修・未履修分＋教職科目＋資
格科目を含め，総合計７２単位まで履修可。

手引き→P.1８



各学年の履修のポイント（福コミ）
<３年生>
・３年から４年への進級にあたっては細かい規程があります。
今時点でどれだけ満たしているかＰ.１３やチェックシートで確認しましょう。
・専門演習ⅡA・Bは3年生から4年生への進級要件にはなっていませんが、
4年生で履修する専門演習ⅢA・Bと同じ時間の開講のため4年生で一緒に履修はできません。
必ず3年生のうちに履修してください。
・英語１０は春と秋に用意されていますが、履修エントリーは
年に１回のみです。春学期に単位を落とした場合、秋学期に再履修はできません。

<４年生>
・卒業要件をＰ.１２で確認しましょう。チェックシートを使って、ご自身の状況も確認しましょう。
・卒業論文も履修登録が必要です。履修登録をしないと単位が
付きません。秋学期に追加登録ができない科目なので、今回の履修登録で
必ず登録してください（必修科目ではないので、登録がなくてもエラーメッセージは出ません）。
・国家試験の受験を考えている人はＰ.９７以降の指定科目の履修・修得が完了しているか見ること。

手引き→P.１２・１３



各学年の履修のポイント（臨心）
<３年生>
・３年から４年への進級にあたっては細かい規程があります。
今時点でどれだけ満たしているかＰ.１３やチェックシートで確認しましょう。
・英語１０は春と秋に用意されていますが、履修エントリーは
年に１回のみです。春学期に単位を落とした場合、秋学期に再履修はできません。
・心理実習、心理演習Ⅰ・Ⅱの履修登録はセットになっています。
登録漏れがあるとエラーメッセージが出ますので確認してください。

<４年生>
・卒業要件をＰ.１２で確認しましょう。チェックシートを使って、ご自身の状況も確認し
ましょう。
・公認心理師などに試験の受験を考えている人はＰ.１０４の指定科目の履修・修得
が完了しているか見ること。

手引き→P.１２・１３



研究活動の不正行為について

法政大学では「研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程」をはじめとする様々な規程
やルールを定め、研究活動における不正行為の防止に取り組んでいます。

研究活動における不正行為を認識し、研究倫理教育を学習することで、研究者倫理に関する規範意
識を身につけてください。

以下が「研究活動の不正行為」に該当します。

手引き→P.６８・９３



～実り多い学生生活になりますように～

情報・知識が多いほど，興味・関心につながることも
多いでしょう。情報・知識を蓄えていろいろなことに
挑戦してみてください。

皆さんの大学生活を教職員一同応援しています！

■情報を活用して行動につなげてみよう！


